日本基督教団　各教区　総会議長様
　　　　　　　　　　　教区事務所御中
2015年10月29日　
第39総会期教師検定委員会
　　　　　　　　　　　　　　委員長　鷹澤　匠
　聖なる御名を賛美いたします。
　このたび、教師転入審査方法が一部変更になり、別紙のように「教師転入願」の説明部分も一部訂正しました。
＜概　要＞
1 正教師転入は、原則として正教師試験に準ずる（神学論文の代わりに課題論文を課す）試験を、補教師転入は、原則として、Bコース試験に「課題論文」と「組織神学」を加えた試験をうけていただきます。
2 正教師については、所属教団や牧会年数を考慮いたします。補教師については、出身の神学校の卒業証明書や成績証明書をご提出していただいた上で、判断いたします。
（証明書の提出について、教師検定委員会からご本人に直接依頼します）。
3 教区として配慮していただきたいことは、春季教師検定試験を例にとりますと、審査を実施する場合、春季教師検定試験直前の検定委員会における資格審査に間に合うよう、１月はじめまでに教区から関係書類を提出していただいておりました。しかしながら、今回、提出試験の科目が多くなる可能性がありますので、９月の秋季教師検定試験直後の検定委員会に間に合うよう書類を提出していただき、春季教師検定試験公告と同時期に、提出課題について、志願者にお知らせすることとなります。（秋季試験時も同様）
このスケジュール変更は、転入志願者が提出課題を作成する上での負担を考慮したことによります。（１か月余りで教師検定試験と同じ提出課題を準備することは困難と思われます）
4 したがって、半年ほど早まることとなりますので、貴教区として、転入志願者の受付のスケジュールについて御留意いただき、転入志願者の方々にも周知していただきますようお願いいたします。
在主。
